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“TO ACKNOWLEDGE THE DUTY THAT ACCOMPANIES EVERY RIGHT” 

Affiliated with The International Association of Y’s Men’s Clubs 

Chartered : 10 May, 1961 

 

Office : Tokyo YMCA Toyocho Center 

2-2-20 Toyo, Koto-ku, Tokyo, Japan 

 

〒135-0016 東京都江東区東陽2-2-20 

東京YMCA東陽町センター内 

TEL 03-3615-5565 

東京むかでワイズメンズクラブ 
THE Y’S MEN’S CLUB OF TOKYO-MUKADÉ  “CENTIPEDE” 

２０２１年７月 ～ ２０２２年６月 

国際会長主題     「世界とともにワイズメン」 

アジア会長主題  「１００年を超えて変革しよう」 

東日本区理事主題 「私たちは次の世代のために何ができるか？」 

東新部部長主題   「何が問題か、どうしたら良いか、道は一つではない」                    

━━━━━━━━━━━ 

書    記  今井  武彦 

会    計  髙津  達夫 

担当主事  山梨  雄一 

━━━━━━━━━━━ 

２０２１年１２月本例会（718回） 

（ 強調月間：キリスト教理解／ヒストリアン ） 

 
今 月 の 聖 句  

言葉が増せば、むなしさも増す。それが人にとっ
て何の益になるのか。  （コへレトの言葉 6－11） 

The more words, the more vanity, so how is one 

the better?                 (Kohelet 6－11) 

ＹＭＣＡの国際協力募金に参加しよう！！ 

アジアのコロナウイルス感染拡大下で 

困難な状況にあるＹＭＣＡを支援しよう 

１２月 キリスト教理解 

キリスト教精神とは、イエス・キリストが全生涯を

もって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。 

この精神の教えをワイズメンが受け入れ、さらに実

際の行動に移すように心がけることを意味する。 

この教えは、クラブ運営の意思決定や私たち個人の

日々の生活の指針ともなるものである。     （今井 記） 

━━━━━━━━━━ 

会    長  土井 宏二 

副 会 長  森本 晴生 

直前会長 今井 武彦 

━━━━━━━━━━ 

１２月 本例会 

日 時 2021年 12月 21日 (火)  18：00～20:00  

場 所  東京YMCA東陽町センター 

出欠は⒓月17日(金)までに髙津会計にお知らせ下さい。 

 

HAPPY BIRTHDAY 

9日 髙津 寿江  12日 野澤 寛枝 

28日 伊丹 一之 

結婚記念日おめでとう 

該当なし 

  ２０２１ 年 １１ 月 の 記 録（＊累計は期初からの24累計）

会  員  出  席  状  況 メーキャップ記録  スマイル  5,223 円 

正 会 員 11 
 
名 出席(メネット) 0 

0 
名  土井宏二 11/24 第二例会 ＢＦポイント  現金累計 0 円 

功労会員 1 名 出席(コメット) 0 名  

 

 

             切手累計          
0  

 

在籍者数 12 名  出席(ゲスト) 1 名      

出席（正会員） 8 名 出席(ビジター) 0 名         1 名 
       名 

）名 
 

リングプル  累 計 325.2 kg 

出席(功労会員) 1 名 例会出席総数 10 名 11月出席率 82 % 
  
  ％ 

むかで基金   今月分 5,223 円 

  会費振込先 

 

みずほ銀行 亀戸支店  (普通) ３０１３０７１ 東京むかでワイズメンズクラブ 

 

１２月  本例会プログラム  

第１部 クリスマス礼拝（18：00～18：30） 

司 式  神保 伊和雄 

奏 楽  丸山 もと子 

クリスマスメッセージ   牧 師  石丸  泰樹 

クリスマス献金  東京 YMCA国際募金 

第２部 クリスマス祝会（18：30～20：00） 

司 会 神保 伊和雄   

開会点鐘               会 長  土井 宏二 

ワイズソング                     一  同 

ゲスト・ビジター紹介        司  会 

今月の聖句・感謝         髙津  達夫 

強調月間アッピール          今井  武彦 

ハッピーバースデー・結婚記念日   司  会 

閉会挨拶            副会長  森本 晴生 

閉会点鐘          会 長  土井 宏二 
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     １１月 ハイブリッド 本 例 会 報 告          

１１月本例会は午後6時より東京YMCA東陽町センタ

ーホールで、Zoomによるハイブリッド方式で開催。この方

式の在り方をコロナ禍に教えられた感がありました。 

司会は城井廣邦君、都合で出席出来ない土井宏二会

長、森本晴生副会長に代り、今井武彦書記が開会点鐘、

ワイズソングと続き、今月の聖句とお祈りを神保伊和雄君

が捧げました。 

この日も食事なしの例会で、卓話者「東京YMCAにほ

んご学院」の望月温校長が紹介されました。私共にとって

は極めて身近な存在の団体ですが、理解の範囲は限ら

れています。この日は「留学生と日本語学校の現状」と題

し、卓話をいただきました。 

 

【スライドを上映しながらの望月温校長の卓話】 

2020年現在、国内の日本語学校数は819校あり、

2010年の468校から約1.8倍の増加です。そのうち都内

には約250校が運営されています。国内に集う留学生総

数は2019年約345,000名に上り、政府の2020年想定

300,000人を上回っています。 

学生達は日本語学校・留学生・AGT（留学生紹介シス

テム）のトライアングルを通して留学先が決まります。日本

語学校からAGTに手数料として80,000円~200,000円が

支払われ、学生達には年間約700,000円の学費が求めら

れ、それぞれ立場の厳しさが想われます。 

新規学生数2019年は約120,000人でしたが、2020年

には約50,000人に激減、新型コロナ禍が影を落とします。 

大学院、大学、短期大学、高等専門学校、専修学校、

準備教育課程等は文部科学省管轄で、学校教育法に基

づく学校で、学生総数約229,000名が学んでいます。法

務省管轄の日本語教育機関の学生総数は約84,000名で

「東京YMCAにほんご学院」はこれに当たりますが、学校

ではなく「塾」の様な位置づけにあります。 

こうした状況下、約40%を占める中国籍の学生の多くは、

日本語を学び、日本の上位大学入学を目指し、卒業後は

母国でその学力を生かした職につきます。残念乍ら、東

南アジアからの学生の中にはアルバイト（就学の管理上

包括許可時間は28hr/7日の規制）などに時間を執られ、

不法滞在扱いになる学生も多く、時に就労生活が主な例

も観られます。母国の経済力が在留学生の生活を支配す

る傾向にあります。 

そうした不法滞在者数増が、在籍管理の厳格化に繫が

り、「日本語教育の推進に関する法律」が施行されました。

また、不法滞在者等の学生総数が在籍学生数の5%を超

えると、非適正校に指定され多くのペナルティが課せられ、

3年続くと廃校と云う、運営上の厳しい現実があります。残

念なことに東京YMCAにほんご学院もその対象になった

ことがあります。加えて指導者（教職員）には「日本語教員

資格の制度化」が求められようとしています。 

全国のYMCA日本語学校は17校で、残念なことに本

年3月広島YMCA福山校が閉館となりました。「東京

YMCAにほんご学院」の学生数は、定員156名に対し、

20年秋が84名、21年春には31名と激減状況です。 

諸外国を始め国内のコロナの感染状況にもよりますが、

急速な日本留学希望者増は望めないにしても、徐々に留

学生は戻ると考えます。それは「日本語の修得のみ」が目

的で無く「日本で暮らす・学ぶ・遊ぶ・働く」と云う「日本人

との交流」を軸とした体験をすることの意欲が、急激に消

滅することはないと考えるからです。 

世界134か国・8地域で約385万人の方々が日本語を

学んでいます。新規入国留学生は年間約12万人でその

3%に過ぎません。日本語教育機関の更なる充実の中で

その必要性は高まる筈です。と、力強く今後の見通しを述

べられ、卓話を閉められました。 

今日現在の授業は午前中のみで、残念乍ら留学生が

同行されることは叶いませんでしたが、是非次の機会に

望月校長共々、交流の場を持ちたいものです。 

強調月間は髙津達夫君がアッピール。ハッピーバース

デー、結婚記念日は該当者なしでした。スマイルも髙津

君が担当、山梨雄一主事からクリスマスオープンハウスと

チャリテーランについての説明がありました。城井君から

野澤寛枝君の病状報告があり、一同一日も早い回復をお

祈りしました。 

閉会の挨拶、閉会点鐘は今井君行い、１１月本例会を

閉じました。                     （長谷川記） 

出席者 （リアル）：伊丹、今井、城井、神保、髙津、 

長谷川、山梨   

（Zoom)：櫻井、福島 

スピーカー：望月温氏 （東京YMCAにほんご学院校長）  
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       東 新 部 第２回 評 議 会 報 告       

11月20日（土）18：30～20：30にZoomでの評議会が開

催されました。出席者数と委任状合計32名で開会は有効

に成立しました。開会点鐘に先立ち、この7月以降に亡く

なった元ワイズメン（むかでクラブでは故窪田とき・吉田司

両君）を偲んで黙とうをした。冒頭の松香光夫東新部部長

の「道は一つではない。SDGsのためにもChange! 2022

を頑張ろう」とのメッセージがありました。 

議案審議では、次々期東新部部長として当クラブの城

井廣邦君が選出された。次期監事としては、加藤義孝（東

京）、小川圭一（東京世田谷）が選出された。その他に深

尾香子（東京多摩みなみ）次期部長のもとでの次期事業

主査の選任が承認。 

報告事項では、2022年6月3日～5日に東日本区大会を

宇都宮で開催されることが報告された。当クラブアピール

は、在京ワイズ新年会開催連絡をし、定刻20：30に終了。 

出席者：髙津、城井、今井、委任状土井   （今井 記）                                                            

  

       会      長      通      信           

  独りの生活になって大好きな時間が変わりました。以前

は夕方から夕食だったのですが、最近は午後2時頃から4

時頃、東南の窓に囲まれた部屋でマッサージチェアーに

陣取り、音楽を聴きながらガラス越しに太陽を浴びウトウト

している時間です。何もしない楽しさが解るような齢になり

ました。ヨガでの瞑想や座禅とも違います。無の境地に達

するという目的もないため自然に任せるままです。 

サラリーマ時代、物見遊山で結構アチコチの美術館で

有名絵画を見てきました。スペイン・ソフィア王妃記念館の

ピカソゲルニカ、パリ・ルーブルのモナリザ、オルセーの落

穂ひろい、ゴッホひまわり 7 点の内、ロンドン、東京、アメリ

カ、オランダの美術館等。最近ユ－チューブで有名絵画

の解説を見て、改めてもっと事前に勉強して見れば感動も

違ったのではないかと思いました。でも若い時は芸術品を

見るという事ではなく、有名品を見て話題にするという感覚

でした。 

齢を重ねて解ってきたことがたくさんあります。若い時得

たいと願ったものは齢を重ねて得たいものとは違ってくる

けれど、豊かに得られることがやっと解りました。（土井 記） 

＜１２月の予定 ＞ 

７日（火） 東京むかで・ブリテン印刷会 （16：00～） 

７日（火） 東京多摩みなみ・12月本例会  

9日（木） 東京センテニアル・12月本例会 

11日（土） 東陽町YMCAクリスマスミニオープンハウス

準備会（13：00～18：00） 

12日（日） 東陽町YMCAクリスマスミニオープンハウス 

        （11：00～15：00） 

13日（月） 東京町田コスモス・12月本例会 

14日（火） 東京・12月本例会  

15日（水） 東京町田スマイリング・12月本例会 

17日（金） 東京世田谷・12月本例会  

21日（火） 東京むかで・第二例会 16：00～（Zoom） 

21日（火） 東京むかで･12月本例会 18：00～20：00  

＜１月以降の予定 ＞ 

4日（火） 東京むかで・ブリテン印刷会（16：00～） 

8日（土） 在京ワイズクラブ会長会・新年会 

東陽町センターホール（13：00～15：00） 

11日（火） 東京むかで・1月本例会  

（東京クラブと合同例会の予定） 

25日（水） 東京むかで・第二例会（18：00～Zoom） 

 

   元 むかでメンバー・森岳三さんを偲んで       

元むかでメンバーの森岳三さんが

2月29日に91歳で逝去されました。 

東京むかでクラブには、メンバー

の故山口宗樹さんのご紹介で1997

年1月に入会され、2005年6月の退

会まで8年半在籍されました。入会の

翌期から豊かなご経験を生かされ、クラブ会計を担当、

2001年の副会長兼任を挟み、退会までの7年間続けて

ご奉仕されました。私が会長の1999年には、クラブ会費

の値下げ検討に入り、議論を重ね、現在の年会費に変

更が認められ、6月「評価」の本例会では、変更、検討経

過のご説明を静かな口調で整然と語られる様子を思い出

します。 

2003年6月「神田会館閉館記念二人展」では、マルタ

共和国・首都「ヴァレｯタ」の石灰岩を積み上げた見上げ

た要塞と地中海と空を描いた私の作品をご購入、国際協

力募金に協力されました。森さん曰く、「地中の海好きな

学友の丸田（マルタに懸けて）？君を想い購入します。」

と友人への想いを口にされました。森さん、大変お世話

になりました。 

心よりご冥福をお祈り申し上げます。感謝（長谷川 記） 

 

       在京ワイズ新年会の開催       

2022年1月8日（土）13：00～15：00、ハイブリッド方式で

開催いたします。 

各クラブ（17クラブ）の代表者1名が、会場となる東京

YMCA東陽町センター・YMCAホールにご参集いただき

ます。他のメンバーの方は、オンライン参加となります。 

プログラムは、第1部～第3部に分かれております。 
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第1部：東京YMCA菅谷淳総主事、東日本区大久保知宏

理事にご挨拶をいただきます。 

第2部：特別講演「思い出のランドセルギフト」ご協力を！と

題してNGOジョイセフの甲斐和歌子氏にお話をいただ

きます。 

第3部：各クラブアピールタイムとYMCA連絡で、アピール

概要・テーマを事前に届けていただきます。 

なお、コロナ禍であることを勘案し、飲食はなしです。オ

ンライン参加の方へのURL案内は、1月4日頃までにクラ

ブ会長宛通知します。恐縮ですが、各クラブ会長には、参

加予定の方へのURL周知をお願い致します。 （今井 記） 

 

       シニア Ｙ･Ｙ･Ｙ キャンプ       

シニア Ｙ･Ｙ･Ｙ キャンプ開催決定 

日 程：2022年5月20日～23日 

◎ シニア Ｙ･Ｙ･Ｙ キャンプをより楽しい企画にするため

に検討をすすめています。 

◎ みなさんが一瞬をも楽しんでいただくために配慮のあ

るプログラムの構成を考えています。 

◎ 今回の新企画は高澤グループメンバーと伴野さんの

「フラダンス笑タイム」です。プログラム参加者がフラダン

スのスカートを着てフラダンスを楽しんでいただきます。 

◎ 夜のプログラムが決定しました。 

20日 カントリーソングコンサート 

21日 落語     22日 ジャズコンサート 

みなさんこぞってご参加ください。        （城井 記） 

 

         １１月 第 二 例 会 報 告             

１１月第二例会は、24日（水）午後4時より東陽町センタ

ーで開催。主な協議、確認事項は以下の通りです。 

1 ブリテン編集方針など 

 ・例会は食事無しとし、お持ち帰り対応の簡素なお菓子

（クッキーなど）を準備する。             (今井) 

・クリスマス礼拝の司式、同プログラム作成。    （神保） 

・プログラムにトミソングコーナーを挟む。  （髙津、神保) 

 ・ゲストに１１月卓話者の望月校長、学生数名を招待。 

 ・元メンバー故森岳三氏追悼文を掲載。    （長谷川） 

2 在京ワイズクラブ新年会について 

 ・同準備会を12月21日（火）午後4時より、第二例会と併

せて実施する。会場設営、運営、役割分担などの確認。 

・在京ワイズ会長宛ての案内書類の発送。      （城井） 

・在京ワイズ以外の方々への案内、集計などの対応は更

に検討を進める。                 （今井、城井） 

3 その他 

・東新部第2回評議会報告、野澤君の近況報告など。 

出席者：土井、伊丹、今井、城井、神保、髙津、長谷川 

（長谷川 記） 

    

          東京ＹＭＣＡニュース             

▼ 11月3日、会員部主催の「ソシアス2021」が「YMCAの

会員活動の活性化に向けて」をテーマに東陽町センタ

ー及びオンラインで開催され、会員、職員合わせて50

名が参加した。 

▼ 11月23日、「東日本地区YMCA役員研修会」がオンラ

インで開催され、東日本地区を中心に16のYMCAから

役員・委員・職員等合わせて115人が参加した。

「YMCAにおける公民連携事業について」をテーマに、

中林貴紀氏（茨城YMCA理事）と波多啓造氏（東京

YMCAアフタースクール・公民連携事業統括）から発題

があり、その後分団協議を行った。 

▼ 全国23のYMCAは、「Amazonみんなでサンタクロー

スプログラム」（Amazonの企画による「ほしいものリスト」

を活用したクリスマス・チャリティーキャンペーン）に参画

している。東京YMCAは、子ども食堂「下町こどもダイニ

ング」や、日本語支援「にじいろサポート広場」に通う子

どもたちへのクリスマスプレゼント（お菓子や文具）のご

支援を、キャンペーンサイト上でアピールしている。 

              （山梨 記） 

 

    １１月 会 計 報 告・リングプル報告        

1 月間収入・支出合計  期間 11/1～⒒/30 (髙津 記) 

口座名 月間収入額 月間支出額 

経常部 27,100円 3,390円 

活動基金部 5,223円 20,000円 

経常収入：会費（半期）、ロースター預かり金 

経常支出：通信切手（ブリテン・資料送付）、文具 

活動基金収入：例会スマイル 

活動基金支出：協賛ラッフル券、図書券、謝礼 

２ リングプル １１月預かり分            （神保 記） 

今月は届けがありませんでした。締切日ギリギリまで待ち

ましたが残念です。12月のクリスマスプレゼントに期待した

いと思っています。皆様よろしく宜しくお願いいたします。 

 

             編  集  後  記                   

早朝散歩時に通る公園の紅葉が日々表情を変える11

月末。剪定せず伸びやかに枝を張る、一本のカナﾃﾞアン

楓が今年も色づき、12月初旬まで、緑、黄、赤と衣替えし、

年末を締めくくり、繰り返される営みの重さを想います。 

先日の逝去報、東京グリーンクラブ浅見隆夫さんの汗が

光る活動姿が、自然の営みの中に浮かびます。 

（長谷川 記） 


